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1989年テレビジョン学会全国大会

5-2 液 晶 表 示 画 質 改 善 の - 検 討

中井 誠 治

松 下 電 器 産 業 ㈱

1. ま え が さ

現 在 ､ 製 品化 さ れて い る液 晶 カ ラ ー テ レ ビは

3- 5型 が 主 流 に な って い るが ､ 今 後 プ ロ ジ ェ

ク シ ョ ン方 式 等 を 採 用 した 大 画 面 化 が 予 想 され

る｡ しか し大 画 面 化 を 図 る に従 い ､ 表 示 む らに

よ る画 質 の低 下 が 目立 って くる.

今 回 ､ 表 示 画 面 を 分 割 し､ 分 割 領 域 ご と に映

像 信 号 に表 示 む ら補 正 を 行 な う画 質 改 善 方 式 を

挨 討 した の で 報 告 す る一｡

2_ 表 示 む ら祐 正

液 晶 表 示 にお いて ､ 画 面 位 置 に よ る表 示 む ら

久保 田 正

開 発 研 究 所

3-1 規 格 化 事 態

評 価 に用 い た 液 晶 テ レ ビは､a-SirFTア ク

テ ィ ブ マ トリクス 方 式 通 過 型 パ ネ ル を 採 用 した

もの で ､バ ック ラ イ トに は 2本 の 蛍 光 管 を 横 向

きに使 用 して い る｡ この た め ､特 に画 面 の垂 直

方 向 に む らが 零 れ るの で ､ 今 回 は 画 面 を 垂 直 方

向 に の み 分 割 (64分 割 ) して補 正 す る｡

分 割 領 域 ご との 輝 度 特 性 を 得 る隙 ､ 測 定 量 を

減 らす た め に補 間 を 用 い る｡ 画 面 の 垂 直 方 向 (

Y) の 輝 度 分 布 の概 算 式 を

Ⅰ=b/〔(Y-20)2 †a]+b/t(Y-44)2+a〕

と して ､ 以 下 の よ うな もの が 考 え られ る｡ ÷C/〔(Y-8)2+9a]+C/[(Y-56)2+9a〕

Ll) パ ネ ル の入 力 電 圧 一輝 庶 特 性 の 違 い に よ

る 中 間 調 再 現 性 (輝 度 . 負 ) の バ ラ ツキ ｡

(2) パ ネ ル の リー ク な ど に よ る 同一 フ ィー ル

ド内 で の輝 度 傾 斜 ｡

(3) バ ック ライ トの 光 量 む ら (拡 散 板 の 拡 散

不 良 を 含 む ) に よ る輝 度 不 均 一 性 ｡

今 回 ､検 討 した方 式 で は ､ 上 述 の 表 示 む ら特

性 を 個 々 に導 き出 して 補 正 す る こ とは せ ず に､

画 面 分 割 領 域 ご と に､3色 (R,G.a) そ れ ぞれ で

映 像 信 号 レベ ル -画 面 輝 度 特 性 を 測 定 した デ ー

タ に､ 上 述 の 表 示 む ら特 性 が 含 ま れ て い る と考

え ､ この デ ー タか ら レベ ル 変 換 デ ー タを 作 成 す

る｡ こ の レベ ル 変 換 デ ー タは ル ッ クア ップ テ ー

ブ ル メ モ リに格 納 され ､ 映 像 信 号 デ ー タが これ

を 参 照 す る こ と に よ り表 示 む ら補 正 を 行 な う｡

3, 規 格 化 を 用 い た l)ニ ア t)テ ィ補 正

リニ ア リテ ィ補 正 を 行 な う レベ ル 変 換 デ ー タ

は ､通 常 ､ 特 性 曲 線 を 逆 変 換 した デ ー タを 用 い

るの で あ るが ､ この と き特 性 曲 線 を 規 格 イヒして

お く こ とに よ り､･さ らに画 面 の 均 一 性 も改 善 す

る こ とが で き る｡ 以 下 ､ 規 格 化 手 法 と レベ ル 変

換 デ ー タの 作 成 法 につ いて 説 明 す る｡

^ Llethod of Pi cttJ r e Q tJa l ity lmp rov eJQen t

fortheLiquidCrystalDisplay
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と して 最 小 二 重 法 に よ り係 数a.b,C を 求 め るた

め 測 定 は 5点 で 行 な う｡ あ る 1色 で の 最 高 輝 度

出力を 補間 した結 集 は図 1中 の(a)の よ うにな る｡

この よ うな画面 の不均 一性 を改善 す るため に､

図 1中 の(bIに示 す 一 定 輝 度 レベ Jt'を 設 定 し､ 各

ラ イ ンで輝 度 出 力 を 押 さ え 込 む規 格 化 を 行 な う

必 要 が あ るが ､ 環 状 で は 液 晶 パ ネ ル の コ ン トラ

ス トが 低 いた め ､ コ ン トラス トを 億･先 し､ た と

え ば 画 面 の周 辺 部 分 で の 輝 度 出力 は 画 面 中心 の

80% 程度 で も よ い こ とか ら日､ 図 1中 の (C)に

示 す 規 格 化 レベ ル (J月 ) を 設 定 す る｡

この と き他 の 色 の規 格 化 レベ ル は ､3色 の混

合 出 力 が 白色 と な る比 に設 定 す る必 要 が あ る｡

また ､ ル ック ア ップ テ ー ブ ル メ モ リの 容 量 を

節 約 す るた め に数 ラ イ ン ご と に 1テ ー ブ ルを 割

り当 て る場 合 ､ 画 面 分 割 境 界 で 発 生 す る輝 度 ･

輝度 T

18Ⅰ∧
1▲l-Ic

O.8xIJH

89- P il

0 20 32 44 63

垂直位置Y

CEl1 画面均一イヒ

1

Inter Partes Review of RE 43,707 
IPR 2014-00778 

Exhibit 1025f 

 

Find authenticated court documents without watermarks at docketalarm.com. 

https://www.docketalarm.com/


1989年テレビジ ョン学会全国大会色 の 差 を

極 力 押 さ え る た め に ､ 図 2に 示 す 一 定の輝 度 レベ ル △ 【ご と に分 割 点 を 設 定 す る｡

Y 分割領域 垂直位 置Y

図 2 画面 分割

3- 2 レベ ル 変 換 デ ー タ作 成 法図 1中 の

各 分 割 領 域 の 代 表 点 で あ る A,B.Cで 測 定

した 映 像 信 号 レペ ル ー画 面 輝 度 特 性 を図 3日 に

示 す ｡ これ らの 特 性 か ら ､ 規 格 化 レベル (Ih ) を 図

1中 の■(C)に 設 定 した と きの レベル変 換 デ

ー タを 作 成 す る に は ､ 単 純 に 特 性 曲 線を 規 格 化

レベ ル まで に 圧 縮 し､ 逆 変 換 す る の では な く､

特 性 曲 緑 の うち ､ 画 面 輝 度 出 力 が 苦 レベ ル か ら規

格 化 レベ ル まで の 部 分 (図 3(日の 点線で 囲 まれ

た 部分 ) に対 し､ 規格 化 レベ ルが テ ーブ ル 人 力 の ダ イ

ナ ミ ッ ク レ ン ジ と一 致 す る よ うに逆 変 換 す る

｡ こ の 結 畢 (図 3(2)) を レベ ル 変換 デ ー タ

とす る こ と に よ り､ 映 像 信 号 デ ー タがこの レベ ル

変換 デ ー タを 参 照 して変 換 さ れ た後 ､液 晶 パ ネ ル

に入 力 さ れ た と きの補 正 後 輝 度 特 性と して ､ 図 3(31の よ う な親 格 化 さ れ た リニ ア

な特 性 を 得 る｡
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55≡0
255‖輝度特性 (2I変換デー

タgb-画面輝度 紬-変換出力 2550 2

55(3I橋正接輝度特性i拍-.画面輝度舶･･･映像人力 扶

持-映像入力 紬･-映像人力盟3 リニアIJティ補正 (映像信号を8bitで扱った場合) 4. 補 正 装 置以 上 述

べ て き た 補 正 方 式 を 実 現 した 装 置 の ブロ ッ ク図 を 図

4に 示 す ｡A/ D変 換 さ れ た 映 像 信 号 デ ー タ

は ､ ル ッ グア ップ テ ー ブ ル メ モ リの 下 位 ア ドレス (AL )

に入 力 され ､ テ ー ブ ル を 参 照 す る こ とで レベ ル変 換

を 受 け ､ D/ A変 換 さ れ た後 ､ 液 晶 パ ネ ルに 出

力 され る｡また テ ー ブ ル 選 択 ROMに は､

3-1節 で 示した 輝 度 A Iご と の 分 割 位 置

とテ ー ブ ル 番 号 とを 関 係 づ け る デ ー タを 格 納 して お き ､ 同 期 信 号

の カ ウ ン ト値 に 対 す る結 果 を ル ック ア ップ テ ー

ブル メモ リの上 位 7 ドレス (AH ) に出力 す る｡

5. あ とが き以 上 に述 べ た 方 式 で 補 正 を 行

な った結 果 ､ 画面 の コ ン トラス トの低 下 と､分

割 境 界 で の 輝度 ･色 の 差 を 押 さ え る と と もに ､

画 面 全 体 を 均 一 化した リニ ア リテ ィ補 正 を 行 な

う こ とが で きた ｡本 方 式 で は ､ デ ー タ補 間 ､ 規 格 化 お よ び

逆 変操 の 際 に生 じる誤 差 を 少 な くす るた め ､ 輝 度

特性 曲 線 を 忠 実 に 測 定 す る こ とが重 要 で あ る と

考え られ

る｡環 在 ､ さ らに プ ロ ジェ ク シ ョン方 式 につ

いて ､画 面 を 格 子 状 に 分 割 した 補 正 手 法 の 検 討
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